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１． 事業者名 小島歯車工業株式会社

２． 代表者氏名 松村　隆世 （代表取締役社長）

３． 所在地 本社：静岡県静岡市駿河区国吉田２－６－８３

４． 事業活動 歯車の製造

５． 従業員数 　　１７名

６． 環境管理責任者 松村　隆世　（代表取締役社長）

連絡担当者 奥山　成弘

７． 連絡先 TEL：(054)261-3732

FAX：(054)263-8507

(E-mail：kojima-gear@tokai.or.jp)

８． 事業規模 売上高：　1億9300万円

９． 事業年度 4月1日～翌年3月31日

１０． レポートの運用期間及び発行日

環境経営レポート運用期間（2022年　4月　１日～2023年　３月　31日）

環境経営レポート発行日（2023年　9月　16日）

１１． 認証・登録の対象範囲

活動：歯車の製造

対象組織：本社工場 静岡県静岡市駿河区国吉田２－６－８３

     第2工場 静岡県静岡市清水区長崎字五反田２２８－３

P-１

１．組織概要



私たち小島歯車工業(株)は、歯車製造を中心としたものづくりを通して

お客様と社会に貢献し続けていきます。

また、全ての企業活動に於いて地球環境問題に積極的に取り組み

地域の環境活動にも積極的に参加していきます。

当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。

１．二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量等の削減に努めまます。

　　1-1．電気、ガソリン、軽油などの使用量削減に努めます。

　　1-2．ゴミ、廃棄物の削減に努めます。

　　1-3．節水活動による、水使用量の削減に努めます。

　　1-4．化学物質の適正使用に努めます。

２．環境関連法規などの遵守

　　　環境関連法規などを遵守します。

　　　その他の環境関連の要求などを遵守します。

３．環境経営の継続的改善

　　　環境に配慮した製造活動を中心に、社員全体の意識向上を図り、

　　　環境経営の継続的改善を行います。

４．環境コミュニケーションの実施

　　4-1．社外に環境経営レポートを公開し、利害関係者のみならず、

　　　　　地域社会とより良いコミュニケーションを図っていきます。

　　4-2．社内におきましては、全従業員に環境経営方針を周知し、

　　　　　全社員参加による取り組みを目指します。

5. チャンスと課題

　　5-1. エコアクション21のエコ活動に向けた共通目標ができることによる全社員の意識と組織力の向上。

　　5-2. 環境負荷低減に取組む企業として認知される事による取引機会の拡大。

　　5-3. エネルギーコスト削減による収益構造の強化。

　　5-4. 長期的に継続していくために必要な全社員での意識の共有と組織運営。

　　5-5. 日常の業務と両立させた継続的かつ有効な活動と組織運営。

小島歯車工業株式会社

代表取締役社長　　松村　隆世 P-2

２．環境経営方針

【環境理念】

【基本方針】

制定年月日　　　2019年　　　8月　　　1日

改定年月日　　　2020年　　　6月　　　1日



奥山　成弘

本社工場、第2工場

＜関係者の権限と役割＞
代表者（社長）

１．環境経営全般に関する統括責任
２．環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間など経営資源を準備
３．環境経営方針の策定、見直し
４．環境経営目標・環境経営計画書を承認
５．代表者による全体の評価と見直し
６．環境経営レポートの承認

環境管理責任者（代表者兼務）
１．環境経営システム全般の運用・管理
２．環境関連法規等の取りまとめ表を承認
３．環境経営目標及び環境経営計画の作成
４．取組状況の把握
５．環境経営レポートの作成

EA21活動事務局
１．環境負荷データ等の集計
２．環境経営目標・環境経営計画の進行管理
３．「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施
４．環境管理責任者への取り組み状況の報告
５．環境関連法規などの一覧表の作成、及び遵守状況のチェック
６．文書類の作成と管理

エコリーダー
１．部門の環境経営計画の実施
２．部門データの集計
３．部門の問題点把握と是正対策の実施
４．部門取組状況の事務局への報告
５．部門の従業員の教育

その他の従業員
１．自分の役割を守り、エコアクション21活動を推進する

P-3

３．実施体制

EA-21活動事務局

奥山　成弘

（エコリーダー）

本社工場

2021年7月18日作成日：

作成者：

対象範囲：

和田　教行

第2工場

（エコリーダー）

奥山　成弘

経営責任者

（代表取締役社長）

松村　隆世

環境管理責任者

代表取締役社長

松村　隆世



１．運用期間（　2022年　4月1日～　2023年　3月31日）

基準期間

　2018年4月

　　　～

　2019年 3月

基準値 目標削減率 目標値

二酸化炭素排出量 kg-CO2 173,954 -3% 170475

電力 kWh 297,236 -3% 291291

ガソリン L 6,998 -3% 6858

灯油 L 4,948 -3% 4849

軽油 L 826 -3% 809

産業廃棄物 kg 9,365 -3% 9178

一般廃棄物 kg 現在不明 現状把握

水使用量 ㎥ 235 -3% 230

化学物質使用量 kg ー 現状把握

<備考＞

1.購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力(2015年)調整排出係数の「0.482kg-CＯ2/kWh」を使用

２．中長期の環境目標

基準年度

　　　2018年4月

　　　　　～

　　　2019年3月

　　　2020年4月

　　         ～

　　　2021年3月

　　　2021年4月

　　         ～

　　　2022年3月

　　　2022年4月

　　         ～

　　　2023年3月

　　　2023年4月

　　         ～

　　　2024年3月

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

二酸化炭素排出量 kg-CO2 173,954 -1% -2% -3% -5%

電力 kWh 297,236 -1% -2% -3% -5%

ガソリン L 6,998 -1% -2% -3% -5%

軽油 L 826 -1% -2% -3% -5%

灯油 L 4,948 -1% -2% -3% -5%

産業廃棄物 kg 9,365 -1% -2% -3% -5%

一般廃棄物 kg ー 現状把握 -2% -3% -5%

水使用量 ㎥ 235 -1% -2% -3% -5%

化学物質使用量 ー ー

<備考＞

1.購入電力の二酸化炭素排出係数は、中部電力(2015年)調整排出係数の「0.482kg-CＯ2/kWh」を使用

2.「一般廃棄物排出量」は過去実績がない為、2020年度に現状把握を行い、2021年度から数値目標を設定する

P-４

目標年度

内訳

廃棄物排出量

適正な管理・使用

４．環境経営目標

廃棄物排出量

内訳

項目 単位

2022年4月1日

～

2023年 3月31日

運用期間

項目 単位



4・5月 6・7月 8・9月 10・11月 12・1月 2・3月

１．不要なアイドリングの禁止

２．不要な荷物を積まない（週1回チェックする）

３．急発進・急加速の禁止

４．車内のエアコンの適温化

１．運転日報の記載（走行キロ数、エコ運転の確認）

２．燃費確認（給油時）

３．自動車購入時は省エネ車に切替

１．エアコンの設定温度を夏季　28℃、冬季　20℃に設定

２．タイマー外での温度計確認後、エアコンオフ

３．作業者が休みの箇所のエアコンオフ(第2工場）

４．空調フィルターの定期清掃（年2回）

５．エアコン、室外機の3ヶ月毎の目視点検

１．デマンドコントロールのこまめな確認

２．コンプレッサーのエア漏れチェック

３．未使用機器の電源オフ

４．不良品の削減（不良率　５％）

１．水使用時の節水

２．水漏れ点検の実施

3. 節水意識を高める手洗い用掲示物の作成

4．蛇口のシャワー化。ホースノズルもトリガー付へ変更

5．節水ハンドルの取り付け

１．コピー用紙の両面使用

２．一般廃棄物の削減の推進

３．廃棄物の分別の徹底

４．廃油の削減

５．各作業場所にビニールゴミの缶を設置する

６．廃棄物の分別例の掲示

１．ペットボトルの削減（水筒持参の励行）

２．エコキャップ運動への参加

３．使用済みビニール袋やダンボールの再利用

４．シュレッダーで出た紙ゴミを緩衝材として再利用

５．緩衝材のリサイクル推進

P-５

水使用量の削減

吉田

石垣

日数谷

二村

宇佐美

奥山

長谷川

中山

小嶋

池田

廃棄物の削減

リサイクルの推進

５．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容

(運用期間：　2022年　4月～　2023年　3月）

エコ

ドラ

イブ

運転

管理

等

工

場・

事務

所

二酸化炭素

の削減
空調

等

和田

谷

大倉

角澤

大倉

角澤

スケジュール
責任者環境活動項目



１．運用期間（　2022年　4月～　2023年　3月）の環境目標の実績

基準期間

　2018年4月

～

　2019年03月

基準値 目標削減率 目標値 実績削減率 実績値 評価

二酸化炭素排出量 kg-CO2 173,954 -3% 168,735 -6% 163,844 ○

電力 kWh 297,236 -3% 288,319 -1% 292939 △

ガソリン L 6,998 -3% 6,788 -27% 5,091 ○

軽油 L 826 -3% 801 20% 987 ×

灯油 L 4,948 -3% 4,800 -33% 3,329 ○

産業廃棄物 kg 9,365 -3% 9,084 -74% 2410 ○

一般廃棄物 kg 512.6 -3% 497 7% 550 ×

水使用量 水 ㎥ 235 -3% 228 -5% 223 ○

化学物質使用量 kg ー ％

＜評価＞

達成できなかった項目・達成できた部分・反省点

原因

是正

原因

是正

原因

是正

原因

是正

２．次年度の環境経営目標

目標達成項目における達成要因の活動内容を成功事例として、

次期においても継続し達成に向けて活動していきたいと思います。

未達成項目の要因分析を行い、現状の生産活動と環境成果において、

実現可能な数値目標か検証する必要があります。

一般廃棄物は一時的な増加と考えられるが、電力量と軽油に関しては

次期も根気同様の傾向にて増加する可能性がある為、

数値と活動内容を再考したいと思います。

P-６

６．環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

機械の増加や夏の暑さや冬の寒さで、エアコンの使用時間が増えた。

また、仕事の量も基準期間と比べて増えたままでいる為、電力の削減率が少なかった。

デマンドコントロールの確認や、工場内の温度計を確認し、エアコンの調整を行っていく。

2－3時間使用していない機械などは事前に電源を切っておき、電気代削減に努める。

ハイブリッド車の導入により、ガソリン代は減っている。

灯油の使用量も空調の調節などにより減っているが、

トラックの使用が基準期間より確実に増えている為、軽油の使用量はどうしても削減できない。

燃費向上の意識や、灯油の使用削減の意識は確実に出来ている為、

このまま継続していきたい。

運用期間

内訳

廃棄物排出量

項目 単位

　 2022年　04月

～

　2023年　0３月

水使用量

空地を工事業者に貸した際、水道も貸していたのだが、工事業者がいくら使い、いくら返金されたの

か分からず。10月も台風の影響でかなり水を使用しました。

普段の利用料に関しては、節水が徹底されており、問題なく運用されている。

紙やダンボールゴミ、ビニール袋などの再利用強化で、少しでも排出量を減らす。

電気

ガソリン

軽油

灯油

廃棄物

台風や、機械の移動、購入などで、廃棄物が増えてしまった。



１．不要なアイドリングの禁止 ○

２．不要な荷物を積まない（週1回チェックする） ○

３．急発進・急加速の禁止 △

４．車内のエアコンの適温化 △

１．運転日報の記載（走行キロ数、エコ運転の確認） ○

２．燃費確認（給油時） ○

３．自動車購入時は省エネ車に切替 ○

１．エアコンの設定温度を夏季　28℃、冬季　20℃に設定 ○

２．タイマー外での温度計確認後、エアコンオフ ○

３．作業者が休みの箇所のエアコンオフ(第2工場） ○

４．空調フィルターの定期清掃（年2回） ○

５．エアコン、室外機の3ヶ月毎の目視点検 ○

１．デマンドコントロールのこまめな確認 △

２．コンプレッサーのエア漏れチェック ○

３．未使用機器の電源オフ ○

４．不良品の削減（不良率　５％） ○

１．水使用時の節水 ○

２．水漏れ点検の実施 ○

3. 節水意識を高める手洗い用掲示物の作成 ○

4．蛇口のシャワー化。ホースノズルもトリガー付へ変更 ○

5．節水ハンドルの取り付け ○

１．コピー用紙の両面使用 ○

２．一般廃棄物の削減の推進 △

３．廃棄物の分別の徹底 ○

４．廃油の削減 ○

５．各作業場所にビニールゴミの缶を設置する ○

６．廃棄物の分別例の掲示 △

１．ペットボトルの削減

（水筒持参の励行・リサイクルステーションの活用）
○

２．エコキャップ運動への参加 ○

３．使用済みビニール袋やダンボールの再利用 ○

４．シュレッダーで出た紙ゴミを緩衝材として再利用 △

５．緩衝材のリサイクル推進 △

＜備考＞

評価判定：○良く出来た　　△まあまあ出来た　　×出来なかった　　－実施が見送られられた

P-７

７．環境経営計画の取組結果と評価、及び次年度の環境経営計画

(運用期間：　2022年　4月～　2023年　　3月）

環境活動項目 責任者

二酸化炭

素

の削減

エコドラ

イブ

運転管理

等

工場・事

務所

今後の

取組内容

時間に余裕を持って行動

する様心掛けているが、

トラックや軽トラックの

燃費向上にはまだ繋がっ

ていない。

運転日報の記録は定着し

てきた。

デマンドコントロールの

確認が少し疎かになって

しまった。

和田

谷

使用方法は徹底されてお

り、今後も継続していき

たい。

工場内の気温によって、

温度のコントロールをす

る様になった。

水使用量の削減

廃棄物の削減

リサイクルの推進

評価 コメント

問題なく運用できてい

る。

不要の紙はメモ用紙とし

て使用し、終わったら

シュレッダーにかける。

機械を新規で購入した

為、ゴミや廃油が増え

た。

使用済みのダンボールや

ビニール袋の再利用を徹

底している。

少し汚れていたり、小さ

いサイズのダンボールな

どはシュレッダーや仕切

りとして再利用してい

く。

大倉

角澤

大倉

角澤

吉田

石垣

日数谷

二村

宇佐美

奥山

長谷川

中山

小嶋

池田

空調等

今後もコピー用

紙や、ダンボー

ル、ビニール袋

を再活用してい

く。

急加速急減速を

しない運転を心

掛けたい。

燃費向上に向け

て、

燃料使用量を考

えた運転をして

いく。

本社工場のデマンド

コントロールが事務

所にある為、確認し

づらい。

事務方や営業と相談

し、確認していくよ

うにしたい。

継続して意識を

高めていく。

個々が進んで削

減に取り組める

様、意識向上の

施策を考える。

第2工場のエアコンが

1台故障している為、

買い替えの際には電

気代のかからないエ

アコンにしたい。

また、フィルターの

清掃を徹底してい

く。



5/11　エコキャップ運動への参加

645個のリサイクル（累計1892個）

P-８

８．当社の取組



９．地域との融合活動

5/22　第2工場裏の用水路と工場前の清掃

P-９



１．環境関連法規の遵守状況

当社に適応される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

また、当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

評価日　　2023年　3月　31日

評価者      環境管理責任者　　松村　隆世

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

第5条 規制基準値の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） ○

第6条 特定施設の届出 コンプレッサー：1台ずつ(15kw)7.5kw以上
エアコン：本社工場1台、第2工場6台 ○

第8条 特定施設の数等の変更の届出 ○

第5条 規制基準値の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） ○

第6条 特定施設の届出 コンプレッサー：1台ずつ(15kw)7.5kw以上 ○

第8条 特定施設の数等の変更の届出 ○

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 〇

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 ○

第11条
指定検査機関による水質に関する検
査の実施

法定検査の実施（１回／年） ○

第6条の2
第6項

一般廃棄物の収集運搬業者への委
託処理

市条例の収集・処理基準の遵守 〇

第12条第2
項

産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守、保管場所の表示 〇

第12条第5
項

産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 〇

第12条第6
項

運搬又は処分を委託する場合の処理
基準の遵守

処理業者と契約契約書の締結 〇

第12条の3
第１項

マニフェストの交付 〇

第12条の3

第2項
マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 〇

第12条の3

第6項
マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 〇

第12条の3
第7項

マニフェスト交付状況の知事報告 　　　　6/30までに報告書提出 ○

第12条の3
第8項

管理票写しの送付がない時の適切な
措置の実施

運搬又は処分業者からのD,E票の期間内返却 〇

第17条の3 消防用設備等の点検及び報告 消火設備の定期点検 〇

家電リサイクル法（特定

家庭用機器再商品化法）
第6条

特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬
をする者等への適切な引き渡し、料
金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払
運用期間
中の

該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条
使用済自動車の引き取り業者への引
き渡し

リサイクル料金の支払（廃車時）

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定

機器が対象

①自身での「簡易点検(３ヶ月に１

回以上)」実施

電動機定格出力に応じ有資格者に

よる「定期点検」

②空調機（50kW以上）１年に１回

以上

③空調機（7.5kW～50kW未満）３

年に１回以上

④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１

年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④

　有資格者による定期点検実施

○

第41条
第1種特定製品廃棄等実施者の引渡

義務

製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類
の引き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

運用期間
中の

該当なし

第52条 騒音基準の遵守義務 ○

第53条 騒音特定施設の届出 ○

第55条 騒音特定施設変更の届出 ○

第79条 振動基準の遵守義務 ○

第80条 振動特定施設の届出 ○

第82条 振動特定施設変更の届出 ○

第82条 産業廃棄物管理責任者の設置 第1工場：松村　　第2工場：奥山 ○

第10条 委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 ○

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 〇

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 〇

循環型社会形成推進基本
法

第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 〇

リサイクル法（資源の有効
な利用の促進に関する法
律）

第4条
指定再資源化製品のリサイクルへの
協力（適正廃棄）

パソコン、小型二次電池等の廃棄時 〇

グリーン購入法（国等によ
る環境物品等の調達の推
進等に関する法律）

第5条
事業者の責務（国等の施策への協力
等）

物品の購入、借り受け等する場合の環境物品
等の選択

〇

P-10

振動規制法

静岡県生活環境の保全等
に関する条例

１０．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無

運用期間
中の

該当なし

責務
・

努力
法令

法律・条例

義務

法令

騒音規制法

浄化槽法

廃棄物処理法（廃棄物の

処理及び清掃に関する法

律）

消防法

自動車リサイクル法（使

用済自動車の再資源化等

に関する法律）

フロン排出抑制法（フロ

ン類の使用の合理化及び

管理の適正化に関する法

律）

静岡県
条例

静岡市産業廃棄物の適正
な処理に関する条例



１１．代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年 3月 31日 代表取締役社長 　　松村　隆世

P-11

今期は経営全般、そして環境経営という面でも大きな動きや変化のある年度

であった為数値目標に対しては大きく負荷の掛かる要因の多い状況でありま

した。

特に新規の設備とおいを4台と、それに伴う現場の整理においては電力使用量

や廃棄物排出量増加があり、夏季に発生した大雨による浸水被害への対応等

による影響もありました。

その中でも継続して活動してきた成果として未達の項目もありますが、全体

としては実績が想定より低く抑えられたと評価できると思います。

今後も資材、原材料、エネルギー価格の上昇が収益に影響を与える事が予想

される為、引き続き各項目の数値目標をクリア出来るよう努力していきたい

と思います。

また、効率的な作業が行えるような仕組み作りや生産と売上を伸ばせるよう

な効率的なエネルギーや設備の運用方法も検討していきます。



＜緊急時対策＞

作成日：1/27

作成者：本社・松村隆世

作成者：第2・奥山成弘

　想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限に食い止める事

内外への連絡を円滑に行う事

可能な範囲で事前に想定、準備する事

また、定期的にその訓練を行う

更に、緊急事態や、訓練の後、対応の評価と改善策を行う

訓練記録

訓練日

1月27日

参加者

吸着マット置場の周知、掲示

土嚢袋の残量確認

廃油缶の仕切りの確認

内容量の確認

訓練日

1月27日

参加者

消火器配置図や使用期限の確認

消火器の使い方の確認

緊急避難経路の確認

非常用避難バッグの数と中身の確認

水以外の消費期限が切れている

全社員

評価と改善策

想定される緊急時の状況 原因 対応・訓練等

工作機械の発火 地震 整理整頓の確認

評価と改善策

パターン２ 工作機械より発火
機械の劣化や

自然災害による破損

・工場内の整理整頓

・消火器の増設

想定される緊急時の状況 原因 対応・訓練等

油の漏洩 地震 土嚢や吸着マット保管場所の確認

全社員

パターン１ 工作機械より油の漏洩
機械の劣化や

自然災害による破損

・土嚢の購入

・吸着マットの設置

１２．環境上の緊急対策

想定パターン 想定される緊急事態 原因 対応策


